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1，　 緒 　 言

　 　　　圧 接 技 術 の 実 用 化 研 究 　 （第 3 報 ）

一 ポ
ー

タ ブ ル 圧 接 機 の 開 発 と 施 工 パ ラ メ
ー

タ の 検 討 一

　 　　　　 株 式会 社 　 東　芝　　 O 渋 　谷　純 　市

　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　竹 　中　
一 博

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　樋 　口 　 　 健

　重 電 機 器 等 の 電 気 導 体 の 接 続 方 法 と し て 、 自 動 化 と信 頼性 向 上 を 図 る た め に 圧 接

技 術 に つ い て 検 討 し て い る が 、 圧 接 の 適 用 拡 大 に 当 た っ て は 圧 接 機 の 小 型 化 と 可 搬

性 が 重 要 な 課 題 で あ る 。

　そ こ で 今 回 、 圧 接 ヘ
ッ ド を 電 源 と分 離 し た ポ ー タ ブ ル 加 熱 圧 接 機 を 開 発 し 、本 装

置 に よ る 実 用 化検 討 と し て 、 施 工 パ ラ メ
ー

タ と接 続 部 特 性 を 調 査 し た の で 報 告 す る 。

2．　 開 発 装 置 の 概 要

　 本 装 置 は 直接 通 電 に よ る 抵 抗 発 熱 を 利 用 す る 加 熱 圧 接 機 で 、 そ の 主 な 特 長 は 以 下

の 通 り で あ る ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 1． ポ ータ ブ ル 圧 接機仕様

　 a ．接続容量 は最 大 40   ま で 接続可 能 で ある 。

　 b ．圧 接 ヘ
ッ ドの 重量は 48Kg と小型 で あ る、）

　 c ．圧 接 ヘ
ッ ドの 引 き廻 し距離は 4m で あ る 。

　 d ．品質評価装置 と して 接続部 に 引張 力 を 加 え

　 　る こ とが 出来 る 。

　 e ・ば り取 り ソ
ー

ル の 取 り付 け も可能 で あ る 。

　表 1 に ポ
ー タ ブ ル 圧 接 機 の 仕 様 を 示 す 。

ま た 、 写 真 1 に 本 装 置 の 外 観 写 真 を 示 す 。
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　実 験 に 使 用 し た 材 料 は 3．2t × 12w の 電 気 導 体 で あ

る Q 接 続 条 件 の 因 子 は 無 負 荷 電 圧 、 1 次 お よ び 2 次 加

圧 力 等 で あ る 。 施 工 パ ラ メ
ー

タ と し て は 圧 接 の 実 作 業

に 於 い て 起 こ る と 想 定 さ れ る 圧 接 の 突合 せ 形 状 の ば ら

つ き に 注 目 し、 チ ッ プ 間 隔 、 突 合 せ 面 の 状 態 、 目違 い

量 等 を 選 定 し た 。 な 澄 試 験 片 の 切 断 面 は 実 作 業 を 考 え

ワ イ ヤ カ ソ タ
ー

と 磯 械 加 工 仕 上 げ を 行 い 比 較 し た 。
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、． 実 験 結 果 　 　 　 　 　 　 　 　 ：：1
　 4 − 1 チ 。 プ 間 隔 vaつ い て 　 　 　 　 　 　 　 ：：；

・ ・ プ 間 隔 ・ ・ 張 強 ・ ・ 関 係 を 図 ・ ・ 示 す 。 図 鰹 iil
示 す よ う に チ ッ プ 間 隔 が 8 〜 16   の 範 囲 に 於 い て 、 1：1
良 好 な 継 手 特 性 が 得 ら れ る 。 　　　　　　　　　　　 1：：

　 し か し、 チ ッ プ 間 隔 が 8rm 以 下 と 短 い 場 合 は 、 本 装 ：：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．f−．
置 が 加 圧 力 に よ る 制 御 機 構 で あ る た め に 接 続 部 の 軟化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i 　
’

よ る 適 正 な チ ッ プ 間 隔 は 前 述 した よ う に 8 〜16ma で あ 酒

る が 、
こ の 範 囲 内 に 於 い て 鳧 あ る い は ぬ の 突 出 し長 さ 1

心

が ・・6・ rm 以 上 の 場 合 ・
L ・ ／ ・ ・ ま た は L ・ ／ L ・ が ・／ 5 の 比 1

域 が 広 くな り継 手 特 性 は 低 下 す る 。 ま た 、 18 ■ 以 上

と喪 く な る と 接 続 部 が 座 屈 し易 く な る た め に ば ら つ き

が 大 き ぐ な る 。

　 次 に L3 と L4 の 突 出 し 長 さ の 比 を 変 え た 場 合 の チ ッ

プ 間 隔 に つ い て 調 査 した 結 果 を図 3 に 示 す 。 本 装 置 に

図 2．与．ヅ閏職 ヒ 引 亅長慌 ： A 閏 i蒼，
　 　 　 　 　 　 　

一．．一一一“’7「
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　 　鵬

率 ま で な ら異 な っ た 長 さ で も圧 接 は 可 能 で あ る 。

　 4 − 2 突 合 せ 状 態 に っ い て 　 　 　 　 　　 　 　 　 aJ 賊 鼠 批 瓢 翫 鰍 酬 1鰭 ，。聴

　突 合 せ 角 度 の 許 容 範 囲 は 図 4 に 示 す よ う に 、 そ の 角 度 が 5
°

以 下 で あ れ ば 影響 は
　 　 　 　 o
な い が 5 　 以 上 に な る と メ タ ル フ ロ

ー
の 方 向 性 が 顕 著 に 現 れ 、加 熱 圧 接 に 必 要 な 入

熱 が 不 足 し継 手 強 度 の 低 下 と な る 。

　ま た 、 図 5te よ び 図 6 に 示 す よ う に 片 側 の み の 角 度 で あれ ば 15
°

程 度 で も影 響 は

な い が 、 相 方 に 角 度を つ け る と 10
°

程 度 か ら 継 手 特 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 。 こ れ は接

続 部 の 突 合 せ 面 の 剛性 が 小 さ くな る た め と 思 わ れ る 。

　突 合 せ 面 の 目違 い 量 に つ い て は 図 7 に 示 す よ う に 導 体 の 板厚 の 1／3to 以 上 に な る

と継 手 特 性 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 。
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図 7 　 B 遼 い 量 と タ1張 彊 さ と D 関係

　 今 回 、 可 搬 性 の あ る 圧 接 ヘ
ッ ド を 具 備 し た ポ ー タ ブ ル 圧 接 機 を 開 発 し 、 実 作 業 を

模 擬 し た 施 工 条 件 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 突 出 し長 さ （L3 お よ び ム ）の 適 正 条 件 範

囲 を 明 確 に し た 。 ま た 突 合 せ 角 度 と テ
ー パ ー角 度 は そ れ ぞ れ 5 〜10

°

以 下 、 目違 い

量 に つ い て は 板 厚 の 1／ 3to 以 下 で あ れ ば 圧 接 は 可 能 で あ る こ とを 確 認 した 。 こ の よ

う な 結 果 か ら ポ
ー

タ ブ ル 圧 接 機 が 電 気 機 器 の 構 造 物 に も実 用 化 出 来 る 見 通 し を 得 た 。
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